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〔巻頭〕 第 50巻を記念して
鈴木五郎*
編集の桑田教授から電話があり，千葉医学会雑誌も第 
50巻を刊行するにいたったと聞いて，よくも来たものだ
と思わず半世紀の歩みを回想する自然感情がわいた。私
はかつて本誌に「権威と親しみJと題して一文を投じ本
誌が権威を保ちながら親しまれるものであるようにと念
願した。そのときも本医学会結成当時を想起しながらも
その生い立ち，経過の詳細は医学部八十五年史に明かな
ことを指摘するにとどめた。しかしながら私は今この第 
50巻を記念する企てに当たってはどうしても往事を無視
できない。私として自らはだに実感するところを述べて
多少の参考たり得ればと思う口私は大正 11年(1922)卒
なるがゆえにあたかも専門学校から大学へと発展すると
きで学内はあげて大学への準備に大童であらゆる面で活
気にあふれでおり，ことに東京にも京都にも立派な医学
会雑誌のあるのに習って千葉医学会なるものを結成し，
機関誌を発行することに決定したことはなんとしてもお
のずと学聞をするのだという空気のわいたのは当然であ
った。私共級友 7名が三輪徳寛先生の第 I外科へ入れて
いただ、いたときは三輪，瀬尾両教授が同室におり，高橋
教授は外遊中であった。医局には田中康昌なる獄烈型の
先輩講師がおり，この田中康昌，精神科の木村直樹，第 
2内科の中村環などが熱心に奔走していた姿は今なお眼
前に浮ぶのである。われわれは入局早々に千葉医学会は
もちろん，日本外科学会へ入会することをむしろ命じら
れ，もってなんとなく学問の世界へ仲間入りしたような
気負を感じたものである。医局はわきあいあいたる中に
常に学に向ってしった激励があった。この空気は外科の
みならず学内全野にあったと思う。
日々に新たならんがためにも人はすべからく往事を忘
れざるべく， 故きを温ねて新しきを知るとも教えられ
る。そこで私は医学会発足当時の実はどんなであった
か，図書館に千葉医学会雑誌第 1巻をひもといて見た。
まことに懐しい思い出のみである。それが大正 12年で
あり，われわれ入局翌年早々のころである。この第 I巻
には級友大沢忍婦(元関西医大教授)の論文が冒頭にあ
骨国立千葉病院名誉院長
る。鹿児島茂，山口金治，永井舜三，林信雄など故人の
名があり，また吉橋孝，志方一郎，海野幸胤など身近
かな先輩， 同僚の名を見る。またあの関東大震火災救
護班活動の記事も見える。今にして思えば盲蛇の感はあ
るとしても第 2，3，4……巻と巻を重ねるにしたがって
活発な仕事がうかがえるようで格別の感がわく。第 9巻 
(1931)のころにはあの馬杉復三，富塚八十一などの名
が出てくる。年とともに盛んである。あの大戦争であら
ゆる面で鎖国の中，不自由の極限でもそれなりによく研
究を続け，環境に応じて巻を重ねたことは敬服に価す
る。戦局日に非なる昭和 18年 11月というに第 21回医
学会総会があり，教授 1，助教授 lがなんなりと特別講演
をするということで，私は故石橋教授の「肺結核症成立
の病理」に並んで「骨移植の研究」について話したので
あるが，その内容を第 23巻第 l号(昭和 21年 l月発行)
に見てうたた今昔の感にたえぬ，長期大戦に力つきて
大敗北をもって終戦を迎えた翌年早々の発刊である。全
くのわら紙で写真は遺憾ながら全然のせられず，この第 
l号はきわめて薄っぺらなものである。図書館には第22
.-"， 25巻(昭和 19年"，-，24年)を l冊にまとめられ製本さ
れてある。ょうやくにして廃刊をくいとめ命脈を保った
感がある。爾来きわめて窮屈な中にも役員各位の容易な
らぬ努力によって着々と充実しあらゆる困難を克服しな
がら，品位と権威を落すことなくようやく会員に親しま
れるであろうように発展を続けていることは Tatsache
である。第 47巻に赤松名誉教授は「学問のすすめ」に
おいて「歴史は永く日本医学史は 1970年代から佳境に
入るであろうJと述べている。歴史は尊い。わが千葉大
学医学部は，わが千葉医学会雑誌は決して日本医学史に
無線でない口
ここに私は Iの希望をおく。少なくとも本学を卒業し
たら自ら進む分野の学会はもちろん，この千葉医学会々
員なることにおいて学界に一歩踏み入ったと気負って情
熱を燃やすように，そうして医学会を愛し育てて行くよ
うに。本誌はその実果の具現であることを期待する。
